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全建賞 河川部門

はじめに

　江戸時代、東海道と中仙道が交わる宿場町として

発展した草津。草津川は、過去からの度重なる土砂

流出と堤防の嵩上げを繰り返したことにより典型的

な天井川になってしまい、川底より低いところにト

ンネルを掘って国道１号線・JR東海道線が通過する

ようになった。

　この草津市街地を縦断している草津川は、洪水に

より周辺地域に大きな被害をもたらしてきた。近年

になって、周辺地域は京阪神へのベットタウンとし

て人口が急増し、想定される被害額は年毎に増加し

てきている。

　このため、草津川を平地化し市街地を水害から防

御するため、琵琶湖岸から５.５㎞の草津川放水路が計

画された。

事業の概要

　事業実施期間：昭和５２年度滋賀県により着手。

平成４年度より直轄施行となり、

平成１４年７月通水に至る。

　主　た　る　工　種：掘削　１,１６７千�、築堤　３６千�

　　　　　　　　護岸　２９千�、橋梁　２４橋

　　　　　　　　樋門その他　１０基

　　　　　　　　用　地　補　償　３０５億円

　事　　業　　費：８３４億円

事業の効果

事業実施の主な課題

　①用地補償問題：移転者１００余戸　地権者８５０余名

　②工事施工問題：市街地における大量の掘削土運搬

　③技　術　的　問　題：

　　・落差工から新幹線橋梁までの計画・設計

　　・旧草津川との分派点における落差工（７m）の設計

　　　（ステッププール式落差工を採用）
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